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５.１　基本体系

��

施策方針施策方針

１ 水源保全対策の強化

２ 水源管理の適正化

３ 水質管理体制の強化

４ 安全な水の追及

５ おいしい水の追及

７ 水道施設の耐震化

８ 災害対策の強化

９ 施設水準の維持・向上

１１ 人材の育成と技術の継承

１２ 広報・広聴活動の充実

１３ 窓口サービスの向上

１４ 有効率の向上

１５ 資源再利用の推進

１６ 温室効果ガスの発生抑制

施策目標施策目標

【 安 心 】
安全・快適な給水の確保

【 安 定 】
災害対策の充実

【 持 続 】
水道の運営基盤の強化

【 環 境 】
環境・エネルギー対策の強化

水道事業
の課題
水道事業
の課題

水源環境の変化

水源水質の変化

災害に対する脆弱性

施設老朽化の進行

給水収益の低迷

水道技術の継承

窓口対応と料金徴収方法

広報・広聴活動

水資源有効利用

資源再利用

環境保全

６ 貯水槽水道の適正管理貯水槽水道の管理

１０ コスト縮減と収益確保
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５.２　【安心】安全・快適な給水の確保

��

施策１、水源保全対策の強化

▲　高柳泉公園

具体的施策 ～H26 ～ H32

水安全計画※の策定

水道水源保全条例の検討

水源施設監視システムの導入

浄化槽 , 工場 , 事業所排水の監視

家畜糞尿の適正処理に関する指導

水源付近における下水道管の把握

周辺住民との連携強化

水源地の定期清掃を継続

水源地の定期パトロールを継続

実施

実施

実施

検討

検討 検討

検討

検討

検討

継続

継続

検討

検討

継続

継続
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水源の余裕に対する満足度
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▲　天神の木水源

具体的施策 ～H26 ～ H32

水需要に応じた取水量の適正化

井戸の適正な管理

実施

継続 継続

安心
38.4％

不安
0.9％

やや安心
28.5％

普通
23.5％

やや不安
8.7％

,TèU�ÍV-

指標コード 業務指標名 H19 年度実績 H32 年度目標

1002 水源余裕率 40.3％ 50.0％
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＜現状と課題＞

　水源の汚染事例として、農薬散布による窒素化合物の混入や工場排水などによる有機溶

剤の混入、降雨時の濁度上昇などが考えられます。また近年では、クリプトスポリジウム※

などの病原性微生物による水源汚染への対策も重要な課題となっています。

　本市の水源では、窒素化合物や有機溶剤混入などによる水質の変化は見られませんが、

クリプトスポリジウムによる汚染が懸念されています。滝の宮水源及び下泉南水源からク

リプトスポリジウムの指標菌（大腸菌※あるいは嫌気性芽胞菌※）が検出されたことから、

両水源はクリプトスポリジウム汚染のおそれのある施設に位置付けられています。また、

その他の水源は、地表水※の影響を受ける水源や浅井戸※であり、リスクレベル 2（当面は、

汚染の可能性が低い施設）に位置付けられています。

　これらの対策として、滝の宮水源については取水を停止し、下泉南水源については平成

21 年度に対策工事を行いました。また、その他の水源に関しては、注意深く水質の監視を

行っています。

＜具体的施策＞

　安全な水道水の供給を目指し、水源水質の監視継続に加え、クリプトスポリジウム等に

よる汚染のリスクレベルに応じた検査・管理をするとともに、必要に応じて浄水設備の導

入を検討します。

３２

施策４、安全な水の追及

具体的施策 ～H26 ～ H32

浄水設備の導入

水源の水質監視の継続

リスクレベルに応じた検査 , 管理

検討

継続

継続

検討

継続

継続

あり はい

なし いいえ

いいえ

はい

原水での
指標菌の検出

原水は地表水等が
混入していない
被圧地下水のみ

原水は地表水
レベル４

適切なろ過の実施

レベル１

隔絶性の確認

レベル３

適切なろ過の実施
又は、紫外線処理

レベル２

原水の指標菌検査による
監視の徹底

▲　水道原水に係るクリプトスポリジウム等による汚染の恐れの判断
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広報・広聴活動に関する満足度
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満足
24.1％

わからない
無回答
3.0％

やや満足
29.0％

普通
41.8％

やや不満
2.1％

不満
0％

水道事業に関して
知りたい情報
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水道料金
の仕組み
　　6.9％

災害対策への
取組
10.3％

水質全般の情報
12.0％

水道の
将来計画
　　6.3％

上手な
節水方法
8.3％

お客様の
料金や使用量
4.6％

応急給水
拠点の場所
8.3％

水道工事や
断水情報
8.5％　

他
14.1％

水源の状況
11.8％

浄水方法など
8.9％
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施策１２、広報・広聴活動の充実

水道施設の仕組み
4.4％

水道事業の経営状態
3.7％

水道事業の課題
2.9％

開閉栓等の
手続き
1.5％

料金の
支払い方法
1.0％

その他 0.6％
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